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紅葉が鮮やかになりました
～朝晩の冷え込みがだんだん厳しくなりつつ～

　

動物たちが活発に活動中です ! !
～今、たくさん食べないと冬が越せません～

食べ物を探し道路を

歩く年老いたタヌキ。

目が良く見えないた

めか足元がおぼつか

ない。

　厳しい冬を乗り切るために動

物たちは、秋にいろいろなもの

をたくさん食べて体に脂肪をた

くわえます。そのため、動物は

秋になるといつも以上に食べ物

探しに必死になります。先日も

森の中で人が近づいてもさほど

警戒せず、夢中になってクリを

探すリスに出会ったりしまし

た。どうやら、食べ物を探し冬

に備えることの方がそのリスに

とって重要なことのようです。

このように、食べ物を探したり、

食べているときの野生動物は静

かにしていると近くで観察出来

ることがあります。

　また、この時期、親離れした

若い野生動物もあちこちうろう

ろします。親の縄張りから追い

出され新天地を探すのです。若

い個体は経験が少ないので交通

事故に遭ってしまう確率が高い

ような気がします。

　秋の夜は特に野生動物が活発

に動き回ります。自動車の運転

には気をつけてください。

　11 月の中ごろから朝晩の冷え込みが一段と厳しくなり、

山の色彩の変化を楽しめる時期になってきました。緑色か

ら黄色、赤色、茶色と色とりどりのグラデーションが山並

みに広がります。個人的にあきる野の山はスギやヒノキの

針葉樹が多く深緑の山というイメージがあるのですが、こ

の時期になると深緑の中に赤や黄色に紅葉した木々が姿を

現し意外な発見があったりします。「こんなところに広葉

樹があったのか」というこの発見が次の山の調査につな

がったりします。

　今回掲載した紅葉の風景写真は全て秋川沿いで撮影した

ものです。左上が青木平、左下が十里木、右下が小和田と

秋川沿いには紅葉を楽しめるポイントが多数あります。
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境界層

風の向き

ツヤゴケの仲間

クジャクゴケの仲間

  ほうしたい

胞子体

茎葉体…水分を吸収したり、光合成をする部位

胞子体…胞子をつくる部位

ツヤゴケの仲間
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